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●：農業試験場
(2017,2020,2021)

○：現地標高300m未満
(2020,2021)
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R2＝0.166**

R2＝0.730**

R2＝0.155**

星空舞の収穫適期は・・・
出穂後の有効積算気温を目安に！

鳥取県農業試験場成果情報 2021

青籾率・精玄米歩合・整粒率と気温の関係

まだ早いと 適期だと 遅れると

曲線の当てはまりが良いほど高い値となるR2（決定係数）を上下のグラフで比較すると

R2＝0.784**
R2＝0.286**

R2＝0.195**

「星空舞」
収穫適期

有
効
積
算
気
温

積
算
気
温

標高区分 出穂後有効積算気温 出穂後日数 青籾率 籾水分

0～300ｍ未満 620～770℃・日 39～50日 10％未満 19～22％

300ｍ以上 510～620℃・日 41～55日 12％未満 23～24％

※ 出穂後有効積算気温 ： 出穂日から刈取日までの平均気温-10℃の積算値

青籾率・精玄米歩合・整粒率は気象の異なる年次間でも
気温と密接な関係にあり、有効積算気温で強い関係である
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実線○：農試場内

現地 標高300ｍ未満

破線●：現地 標高300ｍ以上

有効積算気温と標高の関係
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実線：農試場内, 現地ほ場 標高300ｍ未満

破線△：現地ほ場 標高300ｍ以上

有効積算気温では標高により特徴が異なり・・・
標高300ｍ以上では、300ｍ未満より、低い有効積算気温で

・青籾率の減少 ・精玄米歩合の上昇 がみられた

標高300ｍを区切りとして標高別に適期を設定

標高別の収穫適期の設定

標高300ｍ未満 標高300ｍ以上

収穫適期：620～770℃・日
青籾率：10％以下

収穫適期：510～620℃・日
青籾率：12％以下

精玄米歩合92％以上 → 620℃・日以上

整粒率80％以上 → 770 ℃・日以下

760 780 800580 600 620 640

精玄米歩合92％以上 → 510℃・日以上

整粒率80％以上 → 620 ℃・日以下

600 620 640480 500 520 540

適期の開始時期：精玄米歩合92％ 適期の終了時期：整粒率80％

※本書から転載複製する場合には
鳥取県農業試験場の許可を受けて下さい 【お問い合わせ先】 鳥取県農業試験場作物研究室 電話 0857-53-0721

精玄米歩合92％・整粒率80％は、令和３年度の「星空舞」生育指標と同じ


